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制度面での拡充が進められ、ミクロレベルでも専門職間連携 (Inter-professional Work; IPW)
の推進が課題とされていることから、その課題に対しては、IPW を推進するための専門職間連
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も含めた地域アセスメント、地域課題のアドバンス・ケア・プランニング (Advance Care 
Planning；ACP)の普及、終末期のケアマネジメントにおける IPW の推進などがあるとした。 
第２章「メゾレベル・マクロレベルでみる地域包括ケアシステム社会の終末期ケアの課題」、
第１節「メゾレベルにおける課題；基礎自治体の自宅死の割合に影響を及ぼす医療福祉関連指
































逐語録を分析した結果、 IPW の取り組みや工夫は、 IPW のための環境整備などの８カテゴリ
ーから構成されていた。他方、課題としては緩和ケア病棟を特別視することによる弊害など４
つのカテゴリーに整理できた。また、 IPW の研修に関しては、専門職固有の視点と IPW で求
められる視点の理解を求めるなど、３カテゴリーであった。組織構造や専門性の捉え方が、IPW
の促進・阻害につながると示唆された。   








件１ (本人・家族の意思表示 )、条件３ (終末期ケアを支える医学医療終末期ケア )、条件４ (終末




























































は、第 1 にミクロレベル・メゾレベル・マクロレベルで論点整理を行い、第 2 に主にミクロレ
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象と介入の特徴、ソーシャルワーク実践における疫学的思考の強化を指摘している。この明解
な仕分けも評価に値すると言えよう。  







言うまでもなく、本論文は、2025 年問題や、さらに高齢世代が高齢化する 2040 年問題に対
処するための「地域包括ケアシステム社会における看取りのソーシャルワーク」のための序論
であり、さらなる研究が期待される。古くて新しいこの専門性のテーマにあらためて光を当て
る形になったのも、氏が地域包括ケアの中で IPW に関する論考を深化させたからに他ならず、
この点も論文の質の高さを示している。  
よって、本論文は博士（社会福祉学）の学位を授与するに相応しいと判定する。  
